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はじめに

1997年3月26日と 5月13日に，鹿児島県北西部を

震源とする MJMA6.5とMJMA6.3の地震が発生した

（鹿児島大学理学部， 1997；九州大学理学部島原地震

火山観測所， 1997；三宅ほか， 1999)．これらの震源は

ちょうど北薩屈曲で知られる地域に位懺している． こ

れらの地震により，鹿児島県宮之城町などで震度 5強

の揺れとなり，紫尾山花岡閃緑岩分布域で多くの斜面

崩壊を引き起こし，家屋の倒壊等の被害が出て，けが

人も報告されている（上田ほか， 1997;千田ほか，

1997；九州活断層研究会， 1997；鹿児島大学自然災害

研究会， 1998；鹿児島県， 1998).

北薩屈曲の北縁部では，北東走向で右横ずれの出水

断層系が活断層として知られていたが（活断層研究会

編 1991；九州活構造研究会編 1989；千田， 1992),

今回の地震を引き起こした断層に対応する活断層や地

質断層は，地表で知られていたわけではない．筆者は

屈曲形成のメカニズムを明らかにするために，北薩屈

曲地域の地質構造に関する研究を行ったことがあるが

(Murata, 1987 b)， その際も地表では今回の地震を引

き起こした断層を認めることはできなかった．なお，

同じ頃発表された米田・岩松 (1987)による北薩地域

の地質図にも， この断層は示されていない．

今回，筆者は， この断層が過去に何度も活動して変

位を累積させ，地質学的な断層として認められるかど

うかについて再調査したので，地質調査結果を簡単に

報告する．

なお，本研究で使用した JERS-1OPS画像は，宇宙
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開発事業団のご協力によりリモートセンシング技術セ

ンターを通じて配布されたものである．また，四国総

合研究所，長谷川修一博士には粗稿を読んでいただい

た．記して感謝する．

北薩屈曲と紫尾山花巌閃緑岩体

北薩屈曲は，橋本 (1962a, b)により提唱されたも

ので，秩父帯•四万十帯を，九州北部の北東—南西走向

から，九州南部の南北走向に変化させる屈曲である

（寺岡ほか， 1981; Murata, 1987 b ;米田・岩松，

1987)（第 1図内の位置図参照）．九州南部の四万十帯

では， これ以外の屈曲として，人吉屈曲（寺岡ほか，

1981 ; Murata, 1987 a)，野尻屈曲（寺岡ほか， 1981 ; 

宮崎県 1997-1998)が知られている．北薩屈曲地域の

四万十帯では，白亜系の砂岩優勢層と乱雑層（メラン

ジュ）が，衝上断層を境として交互に分布している．

帯状の乱雑層は，泥質基質に玄武岩質火山岩類，砂岩

などのブロックを含むもので，地質図スケールの屈曲

の形態を知るうえで， ‘‘鍵層”として有効である．

北薩屈曲は全体として北西側に凸を向けた北東走向

から南北走向への走向変化を示すが，より小規模な逆

方向の南東側に凸を向けた屈曲を伴っている

(Murata, 1987b)（第 l図）．これらの屈曲は，円錐型

摺曲を作ることが，層理面の幾何学的解析と人吉屈曲

との類似性から推定された (Murata, 1987 b)．また，

屈曲の中心部を挟むように，その北東側に南北走向で

右開ず且の栗毛野断層，南西側に北西走向で左横ずれ

の楠ヶ迫断層が存在し（第 1図），屈曲の中心部が全体

として北北西方向に変位している (Murata, 1987 b). 

屈曲部には，屈曲のヒンジのトレースと斜交して南北

方向に細長い紫尾山花岡閃緑岩 (14Ma) が貫入して

いる（橋本， 1962a ; Murata, 1987 b；鹿児島県地質図

編集委員会， 1990).
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第 1図 北薩屈曲地域地質図．
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地質図は Murata(1987b) による．＊印は 1997年3月26日の震央．波線の長方形はその余震分布域．本震の震央と余窟分布

域は鹿児島大学理学部 (1997)の第7図を参考にした（第2図参照）．

鹿児島県北西部地震を引き起こした断層

3月26日の地震では西北西方向の明瞭な余震分布

域が， 5月13日の地震でもやや南側の位置で西北西方

向と南北方向の余震分布域が認められ，震源断層の位

置が明らかになった（鹿児島大学理学部， 1997)．これ

らの地震は，本震および主な余震のメカニズム解によ

り，北東ー南西圧縮場で生じており，西北西走向の断層

は左横ずれ，南北走向のものは右横ずれで， これらは

互いに共役断層であると推定されている（鹿児島大学

理学部， 1997；九州大学理学部島原地震火山観測所，

1997)．鹿児島大学・九州大学共同による臨時地震観

測では， 3月の地震に伴う余震の震央が精度よく求め

られている．それによると，余震分布域は幅約2km

でN80°Wの方向に延びている（第2図）．西北西方向

に延びる余震分布域に直交した断面で見ると，余震が

ほぼ垂直方向に延びることから，地震を引き起こした

断層はほぼ垂直の断層面をもつことが分かる（鹿児島

大学理学部 1997)（第2図）．

3月の地震に伴う余震分布域を， Murata(1987 b) 

の北薩地域地質図に表現すると（破線で囲った長方形

の領域），この地震を引き起こした断層の地表トレー

ひらばえ

スは，地質図中央部の池之段北東から，平八重，紫尾
くきの

山，登尾を通って柊野南方まで延びていることが分か

る． この断層は北薩屈曲の中心部付近を通り，地質図

上で南北方向に細長く延びた紫尾山花涸閃緑岩体を，

約70°の交角で横切っている（第 1図）．余震分布域か

ら推定される断層は，南北走向の栗毛野断層や北西ー

南東走向の楠ヶ迫断層とはトレースが異なっている．

国土地理院の GPS連続観測によると，この断層の

活動で左横ずれが認められている（国土地理院，

1997)． また， 宇宙開発事業団のホームページによる

と，地震前後のJERS-1SAR画像を用いたインター

フェロメトリー手法により，西北西走向の震源断層の

両側のプロックが左横ずれ方向に最大8cm変形した

ことが報告されている． しかしながら，今回の地震に

伴う地表地震断層は確認されておらず（鹿児島大学自

然災害研究会， 1998)，一般的に日本の内陸部で発生す

るMJMA6.7以下の地震では，地表地震断層は出現し

ないとされている（松田， 1998)ことと調和的である．

北薩屈曲地域のJERS-1OPS衛星画像を見ると

（第3図），余震分布域（第3図中央部の二つのコの字

で囲った領域）の中央部付近に西北西方向の直線状の

谷地形が認められるものの，余震分布域内に明瞭なリ
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第 2図 1997年 3月の鹿児島県北西部地裳の余震分布．
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鹿児島大学理学部 (1997) の第 7図に， 筆者が主な余裟分布域を破線の長方形で囲み， この領域を第 1図に描き入れた． 余震

データの期間は 1997年3月 29日～31日． Y-Z Sectionにより，断層面はほほ垂直であることが分かる．

第 3図 北薩屈曲地域の JERS-1OPS画像．

衛星画像は 1995年 II月 12日撮影．2つのコの字で囲った範囲が， 1997年3
月の地震の余裳分布域 （鹿児島大学理学部， 1997) で，第 I,2図に示した長

方形の領域に対応する．余器分布域に沿って明瞭な リニアメントは認め られな

い．画像北西部には，東北東走向の出水断層系の地形が認められる．「衛星

データ所有 ：通商産業省／宇宙開発事業団」「衛星データ提供：宇宙開発事業

団」
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第4図 紫尾山花岡閃緑岩体北半部のルートマップ．

平八重を中心とした N80°Wで幅約2kmの帯状の範囲が， 1997年3月の地震の余震分布

域であり，第 I,2, 3図の長方形の領域の中央部よりやや西北西側にあたる．紫尾山花涸
閃緑岩体の西側貫入面が，大きく左横にずれるところはない．花岡閃緑岩体とホルンフェ

ルスの境界で， 実線は確認， 破線は推定である． 地形等高線は国土地理院発行25,000分

の1地形図「紫尾山」に基づく．

ニアメントが存在するわけではない．なお，活断層研

究会編 (1991)，九州活構造研究会編 (1989)でも，余

震分布域内で活断層の可能性のある西北西方向のリニ

アメントは報告されていない．

紫尾山花巌閃緑岩体の西側貫入面

1997年3月の地震を引き起こした西北西走向の断

層は，地表地震断層として現れていなくても，過去の

累積変位として左横ずれ断層が地表で認識されること

が期待される．

紫尾山花岡閃緑岩体の西側貫人面をマーカーとし

て，西北西走向の断層が確認されるかどうかの調査を

行った． この花岡閃緑岩体の西側貫入面は，平岩から
くすばえ

南方へ平八璽を通って，楠八重西方へ延びている（第

4図）．この西側貫入面は，地形の高低に左右されずに

スムーズに追跡されることから，かなり高角度である

ことが推定される．断層の傾斜が垂腹なため， もし，

断層が地表で確認されるとすれば，平八重を中心とし

て幅約 2kmの範囲に存在する可能性が大きい（第4

図）．

花岡閃緑岩体の西側貫人面を地質図スケールで左横

ずれに変位させる分布の食い違いは，余震分布域内で

は認められなかった（第4図）．また，現在までのとこ

ろ， この付近で西北西方向の断層破砕帯を露頭で確認

することはできなかった．つまり，地表調査では，地

質学的にも地形学的にも 1997年 3月の地震に関係し

た地質断層は認められなかった．

このことは， 1997年3月の鹿児島県北西部地震で

は，地質的に比較的新しい時代に形成された断層が活

動したと思われる．なお，この断層や， 1997年 5月の

地震を引き起こした断層は，北東ー南西方向の圧縮を

示していることから（鹿児島大学理学部， 1997)，北薩

屈曲をさらに促進する方向に活動していると言える

が，少なくとも地表で見る限り，紫尾山花岡閃緑岩体

貫入前に形成された主要な屈曲構造には地質図スケー

ルの影孵を与えていない．
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おわりに

鹿児島県北西部で 1997年 3月の地震を引き起こし

た断層は，過去の活動の累積として，紫尾山岡閃緑岩

の西側貫入面を地表調査で分かる程度にはずらせてい

ない．今回の地震は，内陸部で沖積層などに覆われて

地表に変位が見られない伏在活断層以外にも，活断層

や地質学的な断層として知られていないが，被害をも

たらす地震を引き起こす断層が地下に存在することを

意味している． 1984年長野県西部地震のように（松

田， 1998)，地表に活断層が分布していなくても，被害

地震が起こることをあらためて喚起しておかなければ

ならない．
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